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令和４年度文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業） 
 

通し 

番号 
３ 

事 業 区 分 ： 劇場・音楽堂等機能強化総合支援事業 

助成対象団体名： 公益財団法人墨田区文化振興財団 

施 設 名 ： すみだトリフォニーホール 

助成対象活動に関する評価 

（妥当性）  

墨田区が策定した「墨田区文化芸術振興基本条例」及び「墨田区文化芸術の振興に関す

る基本指針」を踏まえ、①「東京東部を代表する音楽ホールとして独自性のある事業を展

開する」、②「誰もが文化芸術に親しみ、参加し、創造する機会を広げる」、③「音楽を通

じたコミュニティ形成と地域活動に貢献する」、④「地域の文化や歴史を発信しシビック

プライドを醸成する」とする、当該劇場・音楽堂等のミッション・ビジョンと事業計画の

整合性については、明確である。オーケストラが「住む」ホールとして、様々なコンサー

ト、アウトリーチを展開し、実演芸術に触れる機会の創出に努めている。令和４年度はホ

ール開館 25 周年を迎え、新しく新日本フィルハーモニー交響楽団ミュージック・アドヴ

ァイザーに就任した指揮者佐渡裕とともに記念事業が実施され、今後のホールの方向性の

転換点と考えられる。あらゆる人々が芸術文化を享受できる社会基盤の構築を目指してお

り、助成に値する文化的、社会的意義等が認められた。 

 

（有効性）  

コロナ禍における臨時休館、公演の中止、公演内容の変更などを余儀なくされる中、ほ

とんどの事業（海外からの招へいアーティスト及び団体の事業以外）は中止されることな

く計画どおり実施する努力がなされたが、一部の事業においては内容を変更して実施する

際、当初の企画意図が当該劇場・音楽堂等内で共有されていたかどうかに疑義が生じた。 

また、要望時における目標の達成度を測定する指標については、数値化が可能であるに

もかかわらず具体性に欠け、測定も不十分であった。 

アウトプットの数値をそのままアウトカムの評価にしており、アウトカムの検証方法に

は不足があるものの、事業は計画的に実施できていたため、今後のアウトカムの発現につ

いては一定程度期待できると認められる。 

 

（効率性） 

事業はほぼ計画どおり実施されており、事業期間は適切であったと認められる。 

また、事業費については、要望時の予算額と報告時の実績額とを比較すると、一部の費

目に増減があったものの、ほぼ計画どおり執行されており、適切であったと認められる。 

 

（創造性）  

墨田区とフランチャイズ提携をしている新日本フィルハーモニー交響楽団を事業の中核

に据え、新日本フィルとの協働で多彩な公演を実施するとともに、区内全域の小中学校や

保育園、福祉施設、コミュニティセンターなど様々な場でアウトリーチ活動を行い、多く

の区民が音楽に出会える環境を創出してきた。さらに令和４年度からは佐渡裕が新しく加

わり、その知名度と行動力が集客に貢献し、今後の「すみだ」ブランドの向上に期待が持

てる。ホール、オーケストラ、区民が三位一体となった「芸術文化の創造」及び「地域社

会への還元」という先導性は認められる。 
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また、コロナ禍で令和２年度、令和３年度は活動が思うようにならなかった「トリフォ

ニーホール・ジュニア・オーケストラ」は新日本フィルのメンバーをトレーナーに迎え、

定期公演をはじめとした演奏会を通じて音楽文化を担う人材の育成を行っており、新型コ

ロナウイルス感染症の流行前は「誰でもコンサート」、「学校コンサート」（アウトリーチ

公演）の出演など、活動範囲に広がりを見せていた。令和４年度は、通常の活動にほぼ戻

ったが、17年間音楽監督を務めた松尾葉子が第33回の定期演奏会をもって退任したため、

今後の方針決定や中断していたメンバーの補充など課題が見受けられた。しかしながら、

積極的にコミュニティ形成や地域活動を行っていたことは評価できた。また能・義太夫・

歌舞伎の３分野の芸能コラボレーションによる謡かたり「隅田川」は地域独自の文化や歴

史に根ざした事業で独創性や新規性・先導性が認められた。 

さらには毎年３月に開催される「すみだ平和祈念音楽祭」は、クラシック音楽からコン

テンポラリー音楽まで多彩なラインナップで、地域性を意識した国際的な音楽祭としての

充実が図られている。そのほかにも令和３年度から新たに開催された「ようこそ！誰でも

コンサート」や「リラックスコンサート」などは従来の垣根を超えたユニークな企画とし

て、独創性が認められる。 

新型コロナウイルス感染症の流行で、海外からの団体やアーティストが来日不可能にな

り、当該劇場・音楽堂等の事業の核となるコンサートシリーズが当初の内容で開催できな

くなった中でも、ホールとフランチャイズ・オーケストラの協働により一部の公演は維持

された。ただ、開館25周年を記念して行われた「25thアニバーサリーウィークvol.２」は

演奏水準が国際的に通用するというものではなく、新しい創造とは言い難い公演であった

ため、今後の企画に期待したい。区が掲げる「音楽都市すみだ」の拠点・象徴としてシビ

ックプライドの醸成に概ね寄与していることは認められた。 

 

（持続性）  

前期に引き続き、公益財団法人墨田区文化振興財団が第４期目となる指定管理者を受託

した（令和３年度から令和８年度まで）。組織面では中長期にわたるホールの展開・発展

を見据えエグゼクティブ・アドバイザーを登用し、令和４年度に就任した新理事長の下、

職員のスキルアップ、専門的人材育成の強化を図っている。また連携強化体制づくりの一

環として区、ホール、新たに加わった音楽監督と新日本フィルの３者による会議の定例

化、地元企業とのネットワーク構築などにも取り組んでいる。 

財政面では、事業拡大の観点から、区への働きかけによって音楽事業推進補助金が新設

され、新たな自主財源の獲得に道筋をつけている。 

以上のことから、組織活動が持続的に発展し、持続的なアウトカムの発現が期待できる

と認められる。 

 

（総 評）  

当該劇場・音楽堂等の事業計画「文化芸術振興による『すみだ』の地域力向上」は有効

性については課題を残したものの、妥当性、効率性、創造性、持続性においておおむね適

切に進められたと認められる。 

令和４年度からミュージック・アドヴァイザーに就任し、令和５年度から音楽監督に就

任が決まっている佐渡裕によるフランチャイズ・オーケストラである新日本フィルハーモ

ニー交響楽団を活用した新たな取組の集客は好調であった。地域社会への還元、「すみだ

平和祈念音楽祭」に代表されるような発信力といった自らの強み・特色を生かし、戦略的
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な事業を継続することを期待する。 

 

 


